















ていうのは、 N種類の計算機 (CPU)とM種類のプログラム言語があるとき、コンパイラは NxM個
作成しなくてはいけないのですが、 UNCOLのアプローチは、 M種のプログラム言語を、一旦中間言
語(これが UNCOL)にコンパイル(トランスレート)し、それを N種の CPUのネイテイブコードに
コンパイルする形式にすると N+Mのコンパイラで済む、というコンセプトの話だったと記憶してい













































































と、 webを見る (Mosaicとか netscapeといった webクライアントを使う)というのは、 webクライ
アントが用意した GUIを使っているんですね。ということは、 GUIの部分は webクライアントに






























/* Y x**2 -a/x本/



















printf("'l.d 'l.le 'l.le¥n" ，cou，Xn，Fx) j 






coke:matsu>rt3 2 1.0e-06 2 
o 2.000000e+00 3.000000e+00 
1 1.333333e+00 2.777778e-Ol 
2 1.260073e+00 5.753184e-04 
3 1.259921e+00 5.596412e-12 
この例では、~を求めるのに、初期値を 2、収束半径を 1 X 10-6としたもので、反復毎に反復回





図 3:Input GUI 
これを実現する HTMLは以下のようなものです。
<html> 
<title> web based GUI test page </title> 
<h2> Hi， this is the test page for the web based terminal independent GUI. </h2> 
<br>The following section is the input section for the cubic root of a (a-(1/3)). 
This routine uses the Newtonian iteration to find the root of y x**2 -a/x. <br> 
The input par四 etersare a， EPS (convergence criteria)， XO (Initial value). 
<form action="cgi-bin/3rt.cgi" method="GET"> 
<P> a <input type="text" name="a"> 
<P> EPS= <input type="text" name="EPS"> 
<P> XO= <input type="text" name="XO"> 



















echo "Content-type: text/html" 
echo "" 
# 
eval '/usr/local/bin/cgiparse -form' 
# 
echo "<pre>" 
echo "Cubic root of " $FORM_a 
echo "Initial value: " $FORM_XO 
echo "Conversion criteria: " $FORM_EPS 
echo "" 
echo "# trial_value x*x-x/a" 
./rt3 $FORM_a $FORM_EPS $FORM_XO 
echo "</pre>" 
最初の 2行は、表示用の HTMLの始めの部分です。おまじないだと思ってください。次のcgiparse

















ね。極論すれば、 N88-BASICの中間言語みたいな感じで OKなわけですよ。でも、 CPU屋からみ
たらどうでしょうか?せっかく高速な CPUのアイデアを考案しても、中間言語である UNCOLにそ
れを活かす機能が無かったらせっかくの努力が無駄になりますよね。つまり、個々の CPUメーカの
思惑(ソフト屋からみたら我侭)が、 UNCOLをツプしてしまったわけです。極論すれば、 xx独立と
いうのは、共通仕様ですから、身勝手な奴がいるとうまくいきません。
5 おわりに:センタ独立
もう一度、 xx独立の話です。うちの研究室は、 1993年からセンタ独立というコンセプトで、研
究室のネットワークを管理しています。何だそれ?といわれるかもしれませんが、うちの研究室はな
るだけ情報処理センタに迷惑をかけないように、ということを心掛けています。具体的には、ワーク
ステーションを導入して、研究室の教官、学生に独自アカウントを発行する、サブネットを導入し、
不用なパケットを基幹線に流さない、学生のネットワーク教育を研究室内で実施する、等々です。つ
まり、センタへは、回線確保、メール/ニュースの配送、ネームサービス (98年度からこれもうちで
やる予定)だけをやってもらって、あとはこっちでやりますよ、という意識です。なんでまた?とい
われるかもしれませんけど、センタにおんぶに抱つこというのは怖いんですよ、だってさ、うちのセ
ンタって管理してるのが実質的に二人ですからね、あんまり物頼むとパンクしちゃうかも知れないで
しょ。それに我々も、我々の流儀というのがありますので、それを全学の皆さんに押し付ける気もあ
りません。ただ、我々はこういう方針ですけども、センタを無視するということはしていません。ネッ
トワーク上でのエチケットやセンタの方々が定めたルールは守っているつもりです。つまり、我々の
ネットワーク上の活動において、センタの方々の手を極力患わせないようにしてます。センタの方々
には、その分、回線確保に力をそそいでもらいたいと願っております。
我々は、このコンセプトを「センタ独立jと呼んでいます。我々は、サブネット切ったり、いろい
ろハデにやってますけど、 PC1台しかない方でも、それなりのセンタ独立になれます。難しいこと
じゃないんですよ。センタ独立を疎外するものって何だと思いますか?UNCOLの場合と同じで、各
自の我侭なんですよ。自分の PCが調子悪くても、「ネットワークがおかしいリとか言ってませんか?
センタの人たちが、不正アクセス対策をいろいろとしてくれているのに、自分のパスワードを堂々と
ホワイトボードに書いてませんか?自分のところの学生に「ネットワーク教育jのとっかかりもあた
えずに、「うちのセンタはユーザ教育をしないjとかワメいていませんか?申請無しで PCをネット
ワークにつないでませんか?何も考えずにディスクやプリンタの共有をやってませんか?ひとつのア
カウントを複数人で共有していませんか?↑19 こういうことをすると、センタの方々の仕事↑20が増
えてしまうんですよ。確かに Mainframeの頃は、特別な人でないと計算機が利用できませんでした。
でも今は違うよね。少しはこの方向のことも考えてみてはいかがでしょうか?
↑19これらは、すべて学内で見かけたことです。内心「犬リと叫んでましたけども
↑20しなくてもいい仕事です。
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